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人道とアイデンティティ戦争 
宗教の壁を超える赤十字の視点から 
井上 忠男 
 
はじめに 
「文明の衝突」にも似た憎しみの連鎖が渦巻く現代世界において宗教的対立を緩和し、共生社会
を構築するにはどのような思想的基盤を求めたらよいのか。 
宗教間の対話の促進など宗教当事者間の相互理解の試みが提唱される中で、国家や宗教、民族の
相違を超越して発展してきた国際赤十字・赤新月運動（以後、「赤十字」という）の基本理念である
人道主義の意義を再検討することは、この問題を考える下で何らかの示唆となるのではないか、と
いうのが本稿の第一の趣旨である。第二の趣旨は、とかくキリスト教的西欧対イスラム世界という
構図で語られる現代の宗教間軋轢を宗教問題としてではなく、西欧主導のグローバル化の中で周縁
化され生存基盤を奪われてきた人々のルサンチマンあるいは反撃（アイデンティティ戦争）として
捉え、分断された世界の溝を埋める万人に優しい思想として人道主義を捉え直すことにある。 
１．普遍的人道と赤十字の歴史 
赤十字は、19 世紀後半にスイスの青年アンリ・デュナンにより 1863 年に創設された。翌年には
傷病兵救護にあたる軍の衛生活動を保護する国際条約であるジュネーヴ条約がヨーロッパの 12 ヵ
国間で締結され、傷病者保護活動の中立の印としての赤十字標章が採用された。これが今日、武力
紛争の犠牲者保護を目的とする国際人道法の原点となった。 
赤十字の目的が人道（Humanity）の実現にあるように、その基本理念は人道主義（humanitarianism）
であり、その概念は「命と健康の確保」、「苦痛の軽減と予防」、「人間の尊厳の確保」を内容とする
普遍的な価値とされている。Humanitarianism は 19 世紀のヨーロッパンで頻繁に使われた用語であ
り、この時期には奴隷解放運動や産業革命に伴う労働者階級の劣悪な生活状況を改善するための労
働運動その他の社会福祉運動などが産声をあげた。赤十字はこうした人道的気風の中で戦争犠牲者
の悲惨な状況に着目したアンリ・デュナン（1822～1910）のインスピレーションを介して誕生した。 
今日、赤十字の参加国は 190 カ国にのぼり、文字通り国家、宗教、思想を超越した国際的な人道
機関としてその活動は世界中で広く知られている。 
しかし、この運動も当初は欧米先進諸国のみを文明国とみなす文明国標準主義による非西欧世界
への無理解や蔑視（野蛮視）と無縁ではなかった。例えば、1886 年、日本が東洋で初めてジュネー
ヴ条約に加入した翌年、ドイツ・カールスルーエで開催された第四回赤十字国際会議に参加した日
本赤十字社代表は東洋世界に対する差別的偏見に直面する。この経緯は石黒忠悳の『懐旧九十年』
（岩波文庫）に詳述されている。また、赤十字がカルヴァン派プロテスタント発祥の地であるジュ
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ネーヴで誕生したことも、当初、カトリックの総本山ヴァチカンから猜疑の目で見られていたよう
だ。 
人道主義は、今日では世界人類が共有する普遍的価値の一部として認知されている感があるが、
この理念を基調とする運動が東洋、イスラム世界、アフリカなどの異文化を取り込み拡散してゆく
には、宗教的、民族的な相違を柔軟に吸収していった赤十字の 150 年の積み重ねがあった。 
２．異文化との遭遇と赤十字の進化 
1865 年 7 月 5 日、オスマン帝国（トルコ）政府は、西欧キリスト教文化圏以外で初めてジュネー
ヴ条約に加入した。しかし、露土戦争の開戦前の 1876 年 11 月、条約寄託国スイス政府に対し、ト
ルコは衛生部隊の保護標章として白地に赤新月（赤い三日月）標章を使用することを通告した。「（赤
十字標章には）イスラム教徒の兵士が嫌悪感を抱くため、トルコはジュネーヴ条約上の権利行使を
妨げられてきた」というのが理由だった。 
ロシア、オーストリア・ハンガリーは、国家的、宗教的紋章を中立と保護の標章に用いることの
危険性を指摘した。赤十字国際委員会（ICRC）も宗教的紋章を各国が採用するようになった場合、
世界共通のシンボルとしての赤十字は民族的、宗教的心情の対立に巻き込まれかねないことを憂慮
した。しかし、開戦間近の状況に鑑み、トルコの主張を認めることが傷病者の利益になるとの判断
から 1876 年末、赤新月標章の使用を公認することを決した。これが今日、イスラム教国の多くが採
用する赤新月標章の起源であるが、この判断がその後、赤十字の標章を巡る国家的、宗教的議論の
火種となった。例えば、インド（「法輪」を主張）、アフガニスタン(「赤い門」を主張)、イラン（「王
家の紋章」を主張）、レバノン（「レバノン杉」を主張）、イスラエル（「ダビデの赤い盾」を主張）
などの国々は独自の宗教的、国家的なシンボルを赤十字組織の標章として使用することを求めたが
結局承認されることはなかった。こうした反省からその後の国際会議において、アメリカ代表等か
らいかなる宗教、国家にも受入れ可能な一層普遍的な標章を採用すべきとの提案がなされた。更に
1906 年のジュネーヴ条約は初めて、赤十字標章には宗教的な意味がないことを条文で明記し、標章
を巡る議論に終止符が打たれたかに思われた。 
しかし、イスラエルは 1948 年の建国以来、独自のダビデの紋章の使用に固執し続け、そのため国
際赤十字への参加が実現しなかった。アメリカの外交的支援を得たイスラエルは、2005 年、新たに
追加された標章「赤のクリスタル（Red Crystal）」の使用を認めるジュネーヴ第三議定書を批准した
ことで赤十字への加盟が実現し、標章を巡る長年の宗教的議論に最終的な解決策が見出されること
となった。 
３．衝突する正義と人道の試練 
赤十字は戦時の中立な国際的救護機関として、宗教紛争、民族紛争などその原因を問わず、あら
ゆる武力紛争の犠牲者の保護救済に当たってきた。しかし、1990 年代の冷戦終結後は、民族的、宗
教的紛争が多発するようになり、19 世紀以降発展してきた戦争法の原則を無視するテロなど、民間
人への無差別攻撃、病院、学校などの民間施設への攻撃、化学兵器による攻撃、捕虜や拘束者の虐
待や殺害、人間の盾、人道支援要員への攻撃、文化財・宗教施設の破壊など国際人道法の違反行為
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（戦争犯罪、人道に対する罪など）が多発するようになった。 
また 2001 年の同時多発テロ以降は、テロとの戦争を巡り、西欧諸国対イスラム過激集団との暴力
の連鎖が止まることなく、国際法を無視した紛争と暴力が人道機関の活動に大きな試練を与えるこ
ととなる。ソマリア紛争では人道活動が襲撃の対象になり、円滑な援助が困難になり、人道活動の
武装警護の必要性が議論された。また、2011 年からのシリア内戦では、救護活動に当たるシリア赤
新月社のボランティアなど 54 人が命を落としている。また国境なき医師団の病院への爆撃、イスラ
ム過激武装集団による人道機関への攻撃など、人道支援活動は困難を強いられている。 
これらの民族的、宗教的な武力紛争は、それぞれのアイデンティティの回復を目指す闘争の側面
を持つことから、「アイデンティティ戦争」と表現できるかもしれない。こうした民族的、宗教的主
張の背後には、それを正当化するための各自の正義論があり、それはテロや悪の枢軸に対する「文
明の戦い」を喧伝する欧米の論理にも同様に見られる。こうした「衝突する正義」の間で、赤十字
はキケロ的正義 1ともいえるいかなる正義とも対立しない「衝突なき正義」としての人道主義を貫
くことで国際社会の共感を得、それが活動を支える正当性の根拠となってきた。 
４．テロとの戦いの諸相 
あらゆる暴力は自らの正義（正当性）を主張するように、国家、民族、宗教集団が構ずる自己保
存のための手段は自然権の一部として正当化される、とするのがマキャベリ的な国家理性論であり、
この主張は今日の正義を巡る闘争にも見出せる。 
またアイデンティティを巡る衝突の多くが西欧対イスラムという宗教的な対立として語られがち
だが、むしろその本質は宗教問題ではなくグローバル化に伴う格差や貧困、価値の一元化などが生
み出した矛盾の問題と見るべきである。宗教は、闘争の大義（正当性）や敵愾心を増幅する手段と
して利用され、宗教的過激主義には、ある種のメシアニズム(救世主待望論)が共通に見られる。彼
らは異教徒による邪悪な世界秩序を破壊した先に自らの宗教信条を具現化する新たな秩序の到来を
願望している。同時に殉教者の天国救済論が見られ、自爆テロリストらを異教徒との戦いにおける
殉教者と見做し、彼らは天国で祝福されると信じる。これらのマインドはイスラム教徒に限らない。
北アイルランド紛争や米国のオクラホマ連邦ビル爆破テロは共にキリスト教徒による行為であり、
過激主義は特定の宗教に特徴的な現象ではない。特に問題とすべきは、こうした心理を誘導し憎悪
や対立を扇動しようとする宗教的、政治的指導者たちの責任である。 
その一方で過度に宗教紛争を過大視することにも冷静であるべきように思う。本シンポジウムは
宗教の相克がテーマであるが、歴史的に見れば宗教紛争よりも革命闘争や国家主義的思想・イデオ
ロギーに基づく闘争の犠牲者の方が遥かに多い。20 世紀の共産主義革命や政治的粛清、文化大革命、
ポルポト派の虐殺、その他の思想的闘争の犠牲者は 1 億人に達し２０世紀の戦争犠牲者数と拮抗し、
宗教紛争のそれを遥かに上回る 2。紛争や闘争の犠牲者という視点からは、国家間戦争の犠牲者や
革命運動や粛清など国家が全面に押し出される戦争が何といっても人類最大の惨劇をもたらすとい
うべきだろう。 
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５.不寛容な時代の病理 
今日のアイデンティティを巡る闘争は、啓蒙思想の系譜の中で発展してきた西欧的な近代文明の
あり方から当然、帰結的に生じた地球世界の「生活習慣病」とみることができる。したがって、そ
の根本的治療には地球文明の生活習慣の改善以外にない。格差や不公平を生み出してきた文明のあ
り方を問い直し、より公平、公正な社会を生み出す世界秩序の構築こそが宗教的、民族的紛争の永
続的解決の決め手となるのではないか。西欧が主導してきた近代世界システムの構造的な危機を指
摘し、その長期的継続は不可能というI.ウォーラーステイン(NY州立大名誉教授) 3が到来を予見する
新たな世界システムとは、今日の衝突の元凶となる対立、差別、軋轢を生まない「人に優しい世界
システム」とならねばならない。 
さらに宗教的不寛容を考える時、個人の宗教的道徳観と集団の宗教的正義の乖離について理解す
る必要がある。ジョン・テイラーは 2005 年の『宗教は文明の衝突を回避できるか』4の講演の中で、
「キリスト教もイスラム教も寛容と平和の原則を教えているのになぜ、こうした過激主義が起きる
のか」と問いかけるが、問題は個人の宗教的道徳心を無意味にする国家、宗教集団の集団的正義・
道徳の問題である。そこでは個人の道徳観は国家、集団の影に埋没し、無力化してしまう。 
６．共生社会への視座 
世界の諸宗教が共存共生するためには、信仰者個人の人間性の中に人間の基本的欲求や願いに視
座を置いた人道主義的な人間観を世界の人々の心の中に育む必要がある。どのような世界でも人々
の基本的な願いとは、①誰もが最低限の人間的生活を享受できる社会の実現であり、具体的には生
存の最低基準としての「命と尊厳が守られ、苦痛からの自由」が保障される社会である。さらに②
誰もが自分らしく生きることのできる、それぞれのアイデンティティが尊重される社会である。人
は単に生きるだけではなく、“自分らしく”生きたいと願っている。各自が自己のアイデンティティ
（宗教、民族的生活習慣）を尊重されるとは、各自が「慣れ親しんだ棲家,生活習慣（ethnos）」の中
で安らげる社会を意味する。そして③誰もが公平に差別なく扱われることを願うという意味で公平
公正な社会の実現は特に重要となる。赤十字が世界で受容されてきた理由はこの立場を一貫して世
界に訴えてきたからである。 
こうした人間の基本的欲求を倫理の基礎に据えた文明間倫理をグローバルな倫理、正義とするな
らば、共生社会が依拠する規範は、人道主義を基軸として構築されるように思われる。それは人間
の基本的な生存要求を保障しようとする人道主義の「つつましやかな要求」であり、この要求を擁
護し、実現することを善とみなす正義こそが「衝突なき正義」なのではないか。その上で我々に求
められることは、宗教の相違は対立の本質的要素ではないという認識であり、格差と不平等のない
公平な社会へのコミットであると思われる。『テロリズム』（岩波書店）の著者 C・タウンゼントは、
「健全な市民社会の要素」として寛容、穏健、理性、非暴力をあげている。これは宗教に特有な絶
対帰依の思想と両立できるか難しさはあるが、その困難を克服できるとしたら、それは宗教的マイ
ンドの一隅に「健全な市民的要素」としての「善き人間性」を育てる以外に道はない。そうした価
値を体現するキケロのいう「善き人間性」は、あらゆるアイデンティティの相違、偏見、差別、憎
悪を乗り越えて人々の間に融和と調和をもたらす力となるのではないだろうか。国民や民族の教育
14　　「宗教の相剋と調和に向けて」シンポジウム報告
  
がそれぞれ固有の国家的、民族的、宗教的文脈の中で行われるという事実を認めるとしても、教育
という手段により「善き人間性」を人類が共有しない限り、人類共生の未来は望めないだろう。 
 
註
 
1 『法律について』でキケロは、ポリスにより異なる正義は結局、自然法に由来し、「すべての人間はある
種の自然な親切と情愛によって、さらに法を共有することによって、一つに結ばれている」とし、人間
の本質は同じと考えた。（『世界の名著 13』中央公論社） 
2 ステファン・クルトワ編『共産主義黒書』（1997）ちくま学芸文庫 
3 朝日新聞 2016 年 11 月 11 日朝刊。 
4 2005 年 5 月 28 日開催の愛地球博国際シンポジウム基調講演。 
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